
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７１０２

基盤研究(C)

2014～2012

項目反応理論を利用した集団式表情認知検査の開発

Development of expression recognition test using item response theory

３０２５１６１４研究者番号：

中村　知靖（Nakamura, Tomoyasu）

九州大学・人間・環境学研究科（研究院）・教授

研究期間：

２４５３０８２８

平成 年 月 日現在２７   ６   ３

円     4,000,000

研究成果の概要（和文）：（１）本研究では，画像合成技術で加工した表情画像を用いて集団による実施が可能な紙媒
体による成人版表情認知検査を開発した。（２）大学生を対象に成人版表情認知検査と子ども版表情認知検査を実施し
，検査間に関連性があることを示した。（３）成人版表情認知検査を大学生と小学生に実施し，悲しみと驚きの刺激に
関して世代間で困難度が異なることを示した。（４）コンピュータ版表情認知検査を開発し，紙媒体による検査と比べ
，刺激の見やすさや操作性の良さの点で優れていることを示した。

研究成果の概要（英文）：(1) We developed an adult expression recognition test using morphed stimuli in a 
paper-based format. This test can be administered to large groups. (2) An adult expression recognition 
test and a child expression recognition test were administered to undergraduate students. The results 
showed a positive relationship between these two tests. (3) An adult expression recognition test was 
administered to undergraduate students and school-aged children. The results showed that difficulty 
parameters in expressions of sadness and surprise were different from each age range. (4) We developed a 
computerized expression recognition test that was superior to a paper-based test in visibility and 
usability.
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１．研究開始当初の背景 
 人間が社会生活を送るうえで他者とのコ
ミュニケーションは重要である。大坊(1998)
によれば，コミュニケーションは伝達手段
（チャンネル）により，大きく言語的コミュ
ニケーションと非言語的コミュニケーショ
ンに分類される。特に非言語的コミュニケー
ションには，視線，ジェスチャー，表情，対
人距離，空間行動，外見，被服，化粧など数
多くのチャンネルが存在する。多様なチャン
ネルが存在する非言語コミュニケーション
において，表情は情動（感情）の伝達手段と
して重要な役割をもつ。他者に対する喜び，
怒りなどの情動（感情）を適切に表出し，そ
れを認知することは円滑な対人関係を維持
するうえで重要である。 
 近年，職場や教育現場において情動性知性
が注目されている。これは自分自身や他者の
情動を認識したり，表出したり，また理解し
たり制御する能力のことである。Zins, 
Payton, Weissberg, & O’ brien (2007)によれ
ば，教育現場において子どもの情動性知能が
学校内での友だちどうしや教師と生徒の関
係に影響を与えていると考えられ，学業成績
やさらには非行行動などに影響していると
考えられている。 
 情動性知性に関しては，情動性知能を認知
能力ととらえるモデルと，特性としてとらえ
るモデルが存在する(Petrides, Furnham, & 
Mavroveli, 2007)。能力モデルとして代表的
なものとして Mayer & Salovey (1997) の 4
ブランチモデルがある。このモデルでは，ブ
ランチⅠ：情動の知覚・表出，ブランチⅡ：
情動による思考の促進，ブランチⅢ：情動の
理解・分析，ブランチⅣ：情動制御を取り上
げている。このうち，ブランチⅠの情動の知
覚・表出は，自己や他者の情動を認識したり，
自己の情動（感情）を表出したりする能力と
して定義されている。このブランチⅠにもと
づいた能力検査については，Mayer，Salovey, 
& Caruso (2002)が客観的テストを開発して
いる。その検査では表情写真を提示し，その
表情から情動がどれほど感じられるかを回
答する方法である。ただし，この検査では正
答の基準が曖昧であるため，得点化に問題が
あるなどの指摘がある(Zeidner, Matthews, 
& Roberts, 2009)。 
 表情認知能力の測定については，計量心理
学で発展した項目反応理論を利用した研究
が行われている(中村・光藤, 2011)。項目反応
理論は ETS が実施している TOFEL や日本
における医療大学系臨床実習開始前の共用
試験でも採用されている統計的な測定モデ
ルで，能力に関して精度の高い測定を行うこ
とができる。Suzuki, Hoshino, Shigemasu 
(2006)は，表情表出の基本パターン（6 基本
情動：喜び，驚き，恐怖，怒り，嫌悪，悲し
み）の認知能力を検討するために，モーフィ
ングと項目反応理論（段階反応モデル）を組
み合わせた表情評定実験を行っている。

Suzuki et al.では，2 つの表情カテゴリーを
合成して曖昧表情を作成し，表情表出の強度
を操作することで，従来表情カテゴリー間で
個別に扱われていた表出強度を 1 元化し，基
本表情カテゴリー間で得られた潜在特性値
（感受性得点）を総合的に評価できるような
工夫がなされている。また，齊藤・中村(2003)
ではモーフィング画像を用いずに，通常の表
情画像を短時間呈示し，それに対する反応を
もとに項目反応理論を用いて表情認知能力
を測定している。 
 このように項目反応理論を利用した表情
認知能力検査が開発されているが，表情を画
像で提示するため，大規模な集団式の検査の
実施は困難であった。そのため，検査の標準
化のための大規模なデータを収集すること
ができない。そこで，本研究では，表情画像
を紙にカラー印刷し，またマークシートを採
用することで，大規模な検査の実施ならびに
採点な容易な検査の開発を行う。さらに，今
後の検査としての実用面も考慮し，タッチパ
ネルを搭載したタブレット端末の利用も考
慮したコンピュータを利用したテスト（検
査）の開発も進める。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，Suzuki et al.(2006)のモーフ
ィング画像を参考にし，紙媒体に表情画像を
印刷することによって，大規模なデータを収
集し，刺激となる表情画像の検査項目として
の特性（困難度：項目としての難しさの程度
や識別力：項目としての精度の高さ）を明ら
かにして，項目バンクを作成する。 
 そのため，大学生を中心に紙媒体による表
情認知能力検査を実施し，検査項目の特性を
項目反応理論によって明らかにする。また，
小学生を対象とした検査も実施し，成人のデ
ータとともに特異項目機能分析を行い，各世
代の表情認知能力の特徴をとらえる。さらに，
図 1に示すようなタブレット端末などを利用
した紙媒体によらない新しいタイプの検査
の開発も行い，紙媒体による検査との測定面
での違いなどについても明らかにする。 
 

質問紙データ         項目反応理論    コンピュータ検査 

図 1 新しい認知能力検査 
 
（１）研究１：モーフィング画像を用いた成
人向け集団式表情認知検査の開発 
 紙媒体で時間制限を設けることなく表情
刺激を呈示し，表出者の表情を回答させた場
合，表情によって正答率が高くなり，刺激に
よっては天井効果が生じる可能性がある。齊
藤・中村(2003)では短時間提示による方法で
の回答を求めたが，紙媒体ではそのような短
時間呈示は困難である。そこで，Suzuki, 



Hoshino, Shigemasu (2006)で利用されてい
るモーフィングによる表情刺激を作成し，そ
れをもとに質問紙による検査を開発する。ま
た，回答や採点が容易となるように回答には
マークシートを導入する。 
 
（２）研究２：成人版表情認知検査と子ども
版表情認知検査の比較 
 表情表出者が成人の場合と子どもの場合
とで能力値が異なるのか，また，成人の表情
を見たとき，成人と小学生とで困難度に差異
があるのかを検討する。 
 
（３）研究３：コンピュータを利用した表情
認知テストの開発 
 （１）ならびに（２）によって，表情認知
検査項目のデータベースを構築することが
可能となる。大規模調査の面で紙媒体による
集団式表情認知検査は有効な方法ではある
が，表情刺激の印刷された画像の解像度を考
慮するとコンピューターディスプレイ上で
の表情刺激提示がより望ましいと考える。近
年，タッチパネルを搭載したタブレット型端
末が普及しており，この端末に刺激を呈示し，
回答をタッチによって求めることで，鮮明な
表情画像とともに操作の容易な検査システ
ムを構築できる。そこで，本研究では，従来
の紙媒体に代わる新しい検査ツールとして
タブレット端末を利用したコンピュータを
利用したテストを開発する。 
 
３．研究の方法 
（１）研究１ 
調査対象者 大学生男女 345 名。 
刺激：男性 2 名，女性 2 名の計 4 名が表出し
た喜び・怒り・驚き・悲しみの 4 表情と真顔
の表情画像を利用し，表出者ごとに合成比率
を 30%から 60%としたモーフィング画像を 4

表情ごとに 5 枚，計 20 枚を作成した。表出
者は 4 名いるので，最終的に 80 枚の刺激を
用意した。 
手続き：図 2 に示すようなモーフィングによ
って作成された表情刺激を印刷した質問紙
を作成し，刺激の表情をマークによって回答
させる。表情表出者ごとに１つの課題として
見なし，練習，課題１，課題２，課題３，課
題４の順番に実施した。実施にあたっては，

練習，課題ごとに区切った。 
 
（２）研究２ 
調査対象者：大学生 60 名，小学生 115 名。 
検査用紙：研究１での結果をもとに表出者 4
名ごとに 8 刺激，計 32 刺激の成人版表情認
知検査と，子ども版表情認知検査(小松・箱田, 
2011)を実施した。 
手続き：大学生に対しては，子ども版表情認
知検査と成人版表情認知検査を同時に実施
した。順序効果を相殺するために，検査実施
順序についてはカウンターバランスを取っ
た。小学生に対しては成人版表情認知検査を
実施した。 
 
（３）研究３ 
実験参加者：大学生 14 名。 
手続き：コンピュータを利用した成人版表情
認知検査と冊子体による表情認知検査を実
施した。コンピュータを利用した成人版表情
認知検査では，図 3 に示すように，冊子体と
同じ表情刺激を１枚ずつ呈示し，該当すると
判断される表情の選択肢ボタンを実験参加
者が押して回答する。回答後，刺激の残像が
影響しないように，次の刺激が呈示されるま
で 1 秒の白い空白画像が呈示された。順序効
果を相殺するために，検査実施順序について
はカウンターバランスを取った。また操作性
など使用感についてもアンケートも実施し
た。 

 
４．研究成果 
（１）研究１ 
 収集されたデータに対して四分相関行列
を利用した因子分析を行った結果，固有値は
18.277, 5.117, 3.402 と推移したことから，一
次元性があると判断した。次に，項目反応理
論における２パラメーターロジスティック
モデルによる分析を行い，刺激の識別力と困
難度を算出した。パラメーターの算出には
BILOG-MG を利用した。 
 先ほどの因子分析の結果，因子負荷量がマ
イナスとなった 6刺激は項目反応理論の分析
対象から外した。 
 項目反応理論の分析対象となった 74 刺激
の識別力の平均は 0.688 で，困難度の平均は
−1.736 であり，全体として識別力の面では問
題はなく，困難度についてはやや易しい傾向

図 2 表情刺激例（小松・中村・箱田, 2012） 

図 3 コンピュータを利用した成人版表情認知検査画面 



にあった。実用的な面を考慮すると 80 刺激
を利用した検査は回答者に負担がかかるた
め，以下の方針で刺激を選定した。正答率が
95%以上，5%以下の刺激は反応に関して個人
差があまり無いと判断し，また，困難度，表
情そして検査用紙の構成を考慮し，最終的に
表出者ごとに 8 刺激を選んだ。したがって，
検査として採用された刺激は 32 となった。 
 上記の 32 刺激からなる検査を成人向け集
団式表情認知検査とした。本研究の成果によ
って小松・中村・箱田(2012)の成人版表情認
知検査が市販されている。 
 
（２）研究２ 
 まず，成人版表情認知検査と子ども版表情
認知検査のそれぞれの能力値を計算し，相関
係数を求めた。その結果，r (58)=.52, p <.01
で，有意な正の相関が得られた。このことか
ら，両検査は互いに関連した能力を測定して
いるといえる。しかしながら，各検査が独自
の能力を測定している可能性も否定できな
いことから，今後詳細な検討が必要である。 
 次に，大学生と小学生双方に実施した成人
版表情認知検査のデータを用いて項目差異
機能分析を行った。分析には BILOG-MG を
利用した。その結果，悲しみの 2 つの刺激に
おいて小学生の方が大学生に比べて有意に
困難度が高く，驚きの 4 刺激において大学生
の方が小学生と比べて有意に困難度が高い
ことが分かった。今後，データを充実させ，
さらに中学生を加え，項目差異機能について
検討する必要がある。 
 
（３）研究３ 
 冊子体とコンピュータ版のそれぞれの表
情認知能力値を算出し，相関係数を計算した。
その結果，r (12)=.53, p =.052 で有意な相関
は得られなかった。実験参加者の数の影響も
あるが，冊子体では表情刺激が反射光で，コ
ンピュータ版では直接光で呈示されるため，
刺激の見え方が異なり，能力値の相関が予想
よりも低くなった可能性がある。 
 実験後に行った使用感アンケートの結果
からコンピュータ版の方が冊子版よりも刺
激が見やすく，また回答操作が容易で，回答
に要する時間もかからず，回答の際に前後の
刺激の影響を受けにくいことが明らかにな
った。今後，タブレット端末を利用した検査
を開発する際，表情刺激特性が冊子体と異な
らないかを十分に検討する必要がある。 
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